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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ジェネリックスキル育成を意図したPBLの実施後に行う「ふりかえり」を
有効に機能させるために、学生の自己評価の精度と自己評価力を高める仕組みを構築するとともに、評価の客観性を高
めるコンピテンシーディクショナリを作成することである。
この取組から、繰り返しによって学生の評価が平均的に向上することが分かった。また、PBLの様子をビデオに記録し
た再現性ある情報により、学習者の省察に関する記述の具体化、精緻化が確認できた。また、開発したコンピテンシー
ディクショナリが、学習者の行動指針として機能することが分かった。

研究成果の概要（英文）：A purpose of this study is building the system to improve precision and ability 
of students' self-evaluation in order to have "a reflection" working that will be executed after PBL of 
which intent is to nurture generic skills. Its aim is also to create competency dictionary to enhance 
objectivity of the evaluation.
Through this approach we learned that the evaluation of the students averagely was improved by 
repetition. By reproducible information which the status of PBL was video recorded, we were able to 
confirm realization and elaboration of the description regarding the reflection of the learner. Moreover, 
we learned that the competency dictionary which we have developed functions as a guideline for an action 
of the learner.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、2010 年度に我々研究チームの
所属していた大阪成蹊大学マネジメント学
部（以降、本学部）から応募した提案が、文
部科学省の「大学生の就業力育成支援事業」
に採択されたことをきっかけに始まった。こ
の頃、経済産業省は 2006 年に社会人基礎力
を提唱し、文部科学省では中央教育審議会が
2008年に学士力の中に汎用的技能を含めた。
産業界からも同様な能力を大学生に求めて
いるという調査結果が発表され、この様な社
会からの要請を受け、本学部が従来から行っ
てきた領域固有の専門知識・技術を教えると
いう大学教育の文脈の中に、ジェネリックス
キルを学び・身につける学習として、PBL
（Project-Based Learning）を取り入れた。
多くの大学でも、ジェネリックスキルの育成
のために、PBLに代表されるアクティブラー
ニングが導入され始めていた。 
ジェネリックスキルを育成する教育にと
って、評価は重要な要素となる。学生の能力
習得状況や成長度合いを評価・測定し、何が
できて何ができないのかの気づきを与え、ス
テップアップするための次の行動計画につ
なげられるようにすることが不可欠なプロ
セスだからである。しかし、ジェネリックス
キルのような能力の測定には困難が伴う。そ
の理由としては、学力試験のように正解がな
く、達成できたのか学生自身が実感として認
識（評価）することが難しいこと、また、プ
ロジェクト（PBL）終了後に行う事後評価は、
プロジェクトの課題解決の成否に左右され、
プロジェクト中のある場面で発揮された
個々の行動事実が見落とされてしまうこと
などがあげられる。事実、ジェネリックスキ
ル育成を実施する課題として、特に評価面で
の問題点が指摘されていた（濱名、2010）。 
 
２．研究の目的 
本研究では、PBLを使ったジェネリックス
キルの育成過程において、再現性のある情報
(ビデオ映像、書込ログ)を用いて、学習者に
自己の行動事実に関する「ふりかえり」を行
わせることにより、学習者の評価の精度と評
価力を高める仕組みを構築する。それと共に、
「ふりかえり」から抽出された行動特性の資
料に基づき、評価の客観性を高めるコンピテ
ンシーディクショナリを作成する。以上の成
果を活用することにより、PBLと「ふりかえ
り」を繰り返す学習活動を通じて、ジェネリ
ックスキルの積み上げ教育を実現すること
を目指すものである。具体的には、次の 4つ
の取組についての実証実験と検証を行う。 
(a) PBLの活動を再現性のある情報として残
し、「ふりかえり」時に、これらの情報を
使って学習者に自己・他者評価をさせる。
この「ふりかえり」を通して自己評価力を
高める仕組みを構築する。 

(b) 以前行った PBL から導き出した明確な
自己目標を基に再度 PBL を実施し、学習

後に、目標達成について再評価させること
で、ジェネリックスキルに対する積み上げ
学習が促進されることを検証する。 

(c) PBLの繰り返しによって得られたビデオ
及び書込ログ（自己評価等）を使った行動
特性の解析や、他大学から得た関連情報を
基に、コンピテンシーとそれらの到達度評
価を行うためのルーブリックを作成する。 

(d) (a)の自己・他者評価や、(c)のコンピテン
シーとルーブリックを使った評価によっ
て、「ふりかえり」における自己の評価精
度を向上させる仕組みを検証する。 

 
３．研究の方法 
(1) ジェネリックスキル育成のための学習プ
ログラム－共通プログラム 
本研究では、意図をもった経験とその経験
の振り返りを体系化した Kolb（1984）の経
験学習モデルに従い、サイクリックに体験で
きる学習プログラムを設計した。1 回の学習
プログラムは、図 1に示すように 3つの過程
から構成される。それらは、PBL学習を促進
するための事前学習（ジェネリックスキルの
自己評価と目標設定を含む）、スキル育成の
実践フェーズとしての PBL、そして自らの行
動に対して省察を行い、その分析を言葉とし
て表すことで概念化を促進するための「ふり
かえり」である。この一連の学習を共通プロ
グラムと呼ぶ。 

また一方で、ジェネリックスキルの育成は、
大学教育だけで達成できるものではなく、学
生が社会に出てからも自律的・継続的に行っ
ていく必要がある。そこで、学習を予見（目
標設定、課題分析、動機づけ）、遂行（自己
観察、自己コントロール）自己内省（自己評
価、原因帰属）という 3つの段階から成る循
環プロセスとする Zimmerman＆Campillo
（2003）の自己調整学習モデルを参考とした。
つまり、経験学習を自律的に行うために必要
となる高次な学力である意欲のコントロー
ルやメタ認知を把握するために、経験学習モ
デルと循環的段階モデルの学習過程を連携
させることにしたのである。 
(2) 共通プログラムの実施 
共通プログラムを本学部の専門演習（ゼミ
科目）の中に実装し、 2、3 回生に対して、
セメスター毎に 1 回ゼミ横断的に実施した。



本研究の対象は表1の 2012年度以降である。 

表 1 共通プログラムの実施状況 

1 回の共通プログラムは、期初に 1.5 時間
の事前学習、集中講義形式で 7.5時間のPBL、
PBLの後に 1.5時間の「ふりかえり」と、計
7 コマを半期の専門演習の時間の中で実施し
た。共通プログラムは、本学部の学生が 2、3
回生の間に 4回繰り返して行った。 
(3) コンピテンシーディクショナリとルーブ
リック（コンピテンシーモデル）の作成 
 学生の能力の改善を図るためには「教育目
標と評価の一体化」（市川、1995）の原則に
基づき、対象となる能力を構成概念として表
出化し、それを評価することが必要となる。
これは、育成すべき能力要素としてのコンピ
テンシーを規定することを意味する。本研究
では、一般的認知度の高い「社会人基礎力」
を土台としながら、他大学のモデルを参考に
12 の要素から成るコンピテンシーディクシ
ョナリを作成した。また併せて、評価により
客観性を持たせるために、コンピテンシーの
各要素についての到達基準を記述したルー
ブリックを作成した。 
 ところで、こうした評価ツールを有効に活
用するためには、対象となる能力の構成概念
が正確に捉えられていることが不可欠とな
る。この点に関しては、社会人 1000 人を対
象とした Web アンケートによるコンピテン
シーの構成要素とルーブリックの難易度の
適正性に関する調査と自己評価の際に学生
が新たなコンピテンシーを抽出する頻度の
低さなどを根拠とし、評価指標としての妥当
性を確認した。このコンピテンシーとルーブ
リックについては、後述するように学生の学
習にどのような影響を与えるかという点に
おいて、その利用可能性を検証した。 
(4) ジェネリックスキル育成のための学習支
援システム－eポートフォリオ 
学習者が体験を通して能動的に学ぶプロ
セスでは、目標とそれに対する評価及び改善

を一体的に行えるようにする仕組みの必要
性が指摘されている（森本、2008）。そこで、
本研究チームは、ジェネリックスキルの育成
を支援する eポートフォリオシステム（以降、
本システム）を事前に開発し、本研究でも利
用した。これにより、1 回の共通プログラム
で行われる各学習活動を支援し、かつ、共通
プログラムを繰り返す中での学習のエビデ
ンスを蓄積し、その変化を経年的に確認でき
る。 
本システムには、学生、教員・カウンセラ
ー、管理者の利用に対応するため、三つのモ
ードがある。学生モードには、次の①～③に
分類されたメニューと、次に示す全部で 8つ
の機能が含まれている。 
①評価入力・グラフ表示：自己評価入力機能、
他者評価入力機能、グラフ表示機能、教
員・カウンセラーからの評価機能 
②計画作成・実績表示：計画作成・実績の入
力機能、過去の計画・実績の確認機能 
③課題分析活動一覧：作成ファイルのフォル
ダ表示機能、PBLでの動画表示機能 
本研究では、「ふりかえり」における評価
の精度を高めるため、自分の行動を思い出し
やすくする効果が期待できるビデオ情報を
使って省察させる機能（上記の「PBLでの動
画表示機能」）を開発し、本システムに組み
込んだ。この機能により、PBLでのグループ
活動を録画したビデオを保存し、その活動を
何時でも、何処でも、何度でも再現して見る
ことができ、自己評価及び他者評価の入力と
表示を行うことができる（図 2参照）。 

また、評価について不慣れな学生を支援す
るために、STARメソッドをこの機能に盛り
込んだ。 STARメソッドとは、特徴的な行動
に対して、どのような状況で、何を担当し、
具体的にどのような行動を行い、どんな結果



を導き出したのかを問うものである。 
(5) 他大学との連携及び海外調査 
① 大学連携によるピアアセスメント 
全く面識のない学習者同士で相互評価す
ることで、評価の客観性が高められるかを検
証するため、本システムの「PBLでの動画表
示機能」を使って、表 2に示す大学間でのピ
アアセスメントを行った。東京経済大学では、
経営学部 2回生 8名が、Aと Bの 2グループ
に分かれて、大阪成蹊大学では、マネジメン
ト学部 2 回生 14 名が、A～D の 4 グループ
に分かれて、PBLと「ふりかえり」での相互
評価を行った。 

表 2 大学間でのピアアセスメントの組合せ 

② 海外での e ポートフォリオシステムの活
用事例に関する調査 
 アメリカ合衆国では既に 9割近くの大学で
e ポートフォリオが導入されている。e ポー
トフォリオを効果的に活用するためには、教
育機関において上手く運用するためのシス
テムが必要とされる。 
 本研究グループが開発した eポートフォリ
オシステムを更に実効性のあるものとする
べく、オレゴン大学が 2011 年から運営して
いる、世界的な教育ネットワークである
「Oba」のシステムについて、その設計思想
および運用方法に関する知見を得ることと
し、様々なツールから成る eポートフォリオ
のプラットフォームを有する Oba のシステ
ムに関する調査研究を進めてきた。 
 その一環として、2014年 9月 1日～7日に、
資料収集・調査のため、本研究チーム（研究
代表者、研究分担者 3名、共同研究者 1名）
は、アメリカ合衆国オレゴン州のオレゴン大
学において現地視察調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1) ジェネリックスキルの積上げ学習と自己
評価精度 
共通プログラムの実証実験では、独自開発
したコンピテンシー及びルーブリックと、本
システムの利用を 2012 年度より開始した
（ただし、「PBL での動画表示機能」の利用
は 2013年度からである）。ここから得られた
学習データやアンケート結果を使い、本研究
の取組に対する成果の検証を行った。 
①ルーブリックを使った学生の自己評価デ
ータより、1 回の共通プログラムを実施し
た事前と事後で、ジェネリックスキルに関
する各コンピテンシーの自己評価が平均
的に向上することが分かった（図 3参照）。 

 

②共通プログラムを繰り返すことで、ジェネ
リックスキルの各コンピテンシーに関す
るルーブリックの到達度が、平均的に向上
することが確認できた（図 4参照）。 

③共通プログラムを繰り返すことで、自己調
整学習を構成する動機づけ（特に、自己効
力感）、自己観察、自己評価といった要素
に変化があったかをアンケートにより調
査し、その結果、全てのアンケート項目に
ついて肯定的な回答が 70％を超えた。この
結果から、共通プログラムの実施が、学生
に自己効力感を醸成し、自己観察への意識
を高め、自己評価の正確さが向上したと実
感させる効果があるといえた（図 5参照）。 

④省察にビデオ情報とSTARメソッドを取り
入れたことによる評価の記述の変化につ
いて分析した（表 3 参照）。ビデオ情報は
利用しないでSTARメソッドを使用した省

被評価者／評価者 評価者／被評価者 評価方法 

東京経済大A 大阪成蹊大A 大学間相互評価 

東京経済大B 大阪成蹊大B 大学間相互評価 

大阪成蹊大C 大阪成蹊大D 学内相互評価 



察結果では、省察 1件当たりの書込は平均
50.1文字であり、その内容は全般的な活動
や大きな活動局面に対する記述が多かっ
た。ビデオ情報を利用して STARメソッド
を使用しない省察結果では、省察 1件当た
りの書込は平均 17 文字であり、省察の目
的を理解してないと思われる記述が多く
見受けられた。ビデオ情報と STARメソッ
ドの両方を利用した省察結果では、省察 1
件当たりの書込は平均 81.5文字であり、詳
細な活動の記述と学習方略や認知方略等
に関する記述が含まれるようになった。こ
の結果から、分析方法を示すことで評価精
度が精緻化し、ビデオ情報により省察の記
述が詳細化することが推測できた。 

(2) コンピテンシーモデルの効果 
 コンピテンシーモデルのような評価ツー
ルは、学習の過程において効果的な役割を果
たす可能性が高い。この点について、自己調
整学習の促進が図られているかどうかを観
点として検証した。Shunk&Zimmerman
（1998）が指摘するように、自己調整学習の
ポイントの 1つはモニタリングにある。すな
わち、上達した学習者は学習の遂行過程がう
まくいっているか否かに気付いて、意識や方
略に軌道修正を加えることで学習成果を高
めることができるのである。その意味では、
本学の取り組みで言えば、PBL実施の過程で
学生たちが目標達成に向けてどの程度自身
の意識や行動をコントロールできているか
がモニタリングが機能しているかどうかの
判断基準となる。このことを検証するために
「事前に行った自己評価で自身の弱点だと
感じた要素についてグループ学習の中で発
揮しようと意識しましたか」という質問項目
でアンケートを採ったところ、78%の学生が
「意識した」と回答した。これは、多くの学
生が学習の遂行過程で自身の活動をモニタ
リングし、制御しようという意志を働かせて
いたことを示しており、事前に行ったルーブ
リックを使った自己診断が学生の認知に作
用し、モニタリングの機能を向上させたこと
を裏付けるものといえる。 
 次に、事後の評価から目標設定につながる
過程についての検証である。この過程は学習
プロセスにおいて極めて重要である。それは
学習とは計画→遂行→評価→計画という循

環を成しており、評価という活動の中で有効
な気づきが得られなければ、自己の成長につ
ながる次の計画や目標は設定できないから
である。この点に関しても、「事後に行った
自己評価は次回のグループ学習に目標を持
って臨むために役立ちましたか」という質問
に対し、76％の学生が「役立った」と回答し
ており、目標設定に向けた認知活動が促進さ
れたことを示す結果となった。 
 以上のことから、評価ツールの活用が学生
の意識にプラスに作用し、自己調整型ないし
は目標管理型の学習を促進することが確認
された。 
(3) 大学連携によるピアアセスメント 
 自己評価の先行研究として藤原ら（2012）
は、心理的に自己防衛が働き、自己の欠点を
直視しない学習者が存在することを指摘し
ており、相互評価を行うことが有効であると
指摘している。相互評価を行う場合について、
評価者と被評価者の関係が相互に起こると
き、評価が甘くなってしまうお互い様効果と
呼ばれる現象が生じることが指摘されてい
る。そこで、お互いに面識のない他校の大学
生との間での相互評価を行うことで、お互い
様効果を抑えながら相互評価を行うことが
できるのではないかという仮説を立て、大学
連携による遠隔相互評価を行った。 
遠隔相互評価の結果をアンケートにより
測定したところ、他の学習者に評価コメント
を書く場合に、遠慮せずに書けたかを聞く問
いに大学間での相互評価を行ったグループ
の方が、同じ大学の学生を評価した場合に比
べ、遠慮のない度合いがやや高かった。また、
他者からの評価コメントに対して、大学間で
の相互評価を行ったグループの方が有効と
感じている割合が高いことが分かった。この
ことから、遠隔における総合評価を行うこと
で、お互い様効果を回避できる可能性が期待
できる。また、相互評価の有効性を問うアン
ケートでは、コメントを書く（他者を評価す
る）行為の有効性が 83%、コメントを受ける
（評価を受け参考にする）行為の有効性が
91％と高く、相互評価の有効性を肯定する結
果が得られた。 
(4) 学習者の自律的成長を促進する e ポート
フォリオの活用 
オレゴン大学が運営する世界規模のオー
プンな学習プラットフォームである Oba の
関連施設を視察し、当該システムは、教員が
学生との間で様々な学習教材や課題をイン
ターネットを通じてやり取りする「コース」
と呼ばれる学習活動が中核となっており、
Obaの「eポートフォリオ」では、学習者は
様々な eポートフォリオのツールを用いるこ
とにより、単純な単語でのドキュメントを超
えた無限の創造的な方法で、教員に自己の学
習活動を示すことができることが分かった。 
本研究において、学び合いや教材開発とい
った学習コミュニティで行われる参加者の
自律的な成長過程がポートフォリオになる



というヒントを得た。併せて、オレゴン大学
付 属 の CATE （ Center for Advanced 
Technology in Education）と情報交換を行い、
今後も交流を図っていく約束を得た。 
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